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Web API: Application Programming Interface

地図機能

通話・SMS機能

決済機能

API

APIAPI

地図機能の
呼び出し

地図機能の
提供

⾃社サービスの開発に集中

出典︓https://www.dreamincubator.co.jp/bpj/2016/08/18/column_20160818/
https://www.twilio.com/, https://www.braintreepayments.com/, https://www.google.co.jp/maps/



出典︓https://mapsplatform.google.com/intl/ja/pricing/

APIエコノミー

APIエコノミー
APIを通じて既存のサービスやデータが繋がることで
⽣まれている新たな経済圏



APIエコノミー

①APIの提供

②APIの利⽤者増加
によるﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ化

出典︓https://www.ibm.com/jp-ja/Watson, https://www.wolfram.com/, https://www.airbnb.com/,  https://www.lyft.com/

③ 拡張機能の開発・提供

通話・SMS機能

ビジネス創出のパターン
レイヤーマスター化



APIがビジネスとビジネスをつなぎ
企業同⼠がお互いの強みを利⽤して

新たな価値を創出する

APIエコノミー



造船業の現状

出典︓https://www.jasnaoe.or.jp/lecture/symp/e.200909/resume01.pdf

⽇本における技術者は各社に分散



海事産業将来像検討会報告書︓https://www.mlit.go.jp/common/001344869.pdf
https://www.jasnaoe.or.jp/lecture/symp/e.200909/resume01.pdf

海事産業将来像検討会の提⾔

本講演

Web APIによる技術連携・企業連携



OSP / コラボレーションプラットフォーム

2018年からDNVによって提供されている
海事産業におけるエコシステムを構築する
ためのシミュレーションプラットフォーム

海外事例︓Open Simulation Platform

出典︓https://opensimulationplatform.com/

• シミュレーションモデルのインターフェースに
Functional Mock-up Interface (FMI) 標準と新しい
OSPインターフェース仕様 (OSP-IS) を採用

• 複雑な統合システムの設計、構築、統合、試運転、
運用の課題を解決するために利用

• 共通のツール、標準、仕様により、業界における
コ・シミュレーションのコラボレーションを促進

船舶に関わるステークホルダーの持つモデル(FMU)
から構成される複雑で統合されたシステムの

DTシミュレータの構築が可能



海技研の取り組み
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ExportLoadSaveCalculationInput

(3) Estimation of ship performance parameters

(2) Estimation of ship form parameters
(1-4) Estimation of specific fuel oil consumption
(1-3) Approximation of power curve in a calm sea condition

(1-2) Extraction of data in a calm sea condition
(1-1) Import time history data

(1) Conversion of recorded data from a ship

CALCULATION ITEMS

  

(1-1) Added resistance in short crested irregular waves

(1-2) Wind force and moment coefficients

Ver.V4.8

(1-3) Hydrodynamic coefficients

(2) Performance simulator for ships in actual seas

(1A) Added resistance in regular waves

(1B) Linear superposition for added resistance in short crested irregular 

(1) Evaluation of external forces

(3-2) EEOIdes

(3-1) EEDIweather

(3) Energy Efficiency

(4) Minimum Propulsion Power Assessment

(4-1) Assessment level 1 - minimum power lines 

(4-2) Assessment level 2 - simplified assessment

(4A) Calculation of added resistance in long crested irregular 

(5) Calculation of external forces for the analysis of speed trial data

(5A) Calculation of added resistance in regular waves

CCalculationalculationDDaata Inputta Input SSaveave ClearClear
Load

Import

CALCULATION ITEMS

全船荷重・構造⼀貫強度評価システムDLSA NMRI CFD

実運航性能シミュレータ
VESTA

船型要⽬検討
HOPE Light

建造シミュレータ

解析ｼｽﾃﾑ

運航モニタリングシステム
AIS, GPS, 対水ﾛｸﾞ,風速,姿勢
機関ﾃﾞｰﾀ, 針路, 舵角等,

HSMS一次処理結果

疲労強度評価用データ
ログブック
波浪推算データ

ｽﾄﾚｰｼﾞ

VDR

陸上データセンタ
受信データの
収録・解析

積付情報

加速度
（MEMS感振ｾﾝｻ）

応力
(FBG歪ｾﾝｻ)

波高

波向
(Xbandﾚｰﾀﾞｰ)

・統計処理

・応力分布
の推定 一次処理結果 HSMS

警告、
操船指示

バーチャル⼯場

船体構造デジタルツイン

数多くのプログラムやデータベースで業界に貢献



海技研クラウド

https://cloud.nmri.go.jp



海技研クラウドの構成

SaaS：Software as a Service 
クラウドで提供されるソフトウェア



Webアプリ開発の考え⽅（何がこれまでと違うのか︖）

APIAPI

機能の提供

API

⾃社のデータ・ツールとの組み合わせて
より良いものをつくり、改善していく。



Google Colab（無料~）による⽶国周辺AISデータ（web公開データ）の解析例

https://colab.research.google.com

プログラム開発の⺠主化

さらに、ローコード開発など、
全員がプログラムで業務改善を⾏うことができる時代



海技研クラウドのアプリ



波浪中の船体運動、ハルガーダ荷重および圧⼒分布等を周波数領域で計算するツール

アプリ紹介︓NMRIW-Lite Web

波浪中船体応答アニメーション例︓3Dパネル法
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⾛錨事故の防⽌のために，船舶の要⽬や気象・海象などから⾛錨リスクを予測するWebアプリ

アプリ紹介︓錨ing

アプリトップ 計算パラメータ⼊⼒画⾯ ⾛錨リスク 予測結果



⽔槽試験の効率化・精度向上を⽬的に試験⽴会/施設管理をオンライン化

アプリ紹介︓船舶推進性能データシステム

⽔槽施設のモニタリングツールオンライン⽴会システム（400m⽔槽、中⽔槽）



アプリ紹介︓OCTARVIA, SALVIA-OCT, EAGLE-OCT 

国内25社による実海域実船性能評価プロジェクトの成果物



Database

サービスユーザーソリューションプロバイダデータベースプラットフォーム
ユーザー/プロバイダ

海技研クラウドのアプリ連携戦略

⽇本で最⼤の海事総合研究所の強みを⽣かし、
個別サービスを統合したDXソリューションプラットフォームとしてのサービスを提供する予定



i-SASの構成要素 ● Sub-package

● Interface

● Database
静的DB ： 構造モデルやセンサ情報など
時系列DB： 計測・解析データ

全データを所定の形式で管理

i-SASによるDTシステム構築のイメージ

ü各手法を実装したモジュール
Øタイプごとに共通の入出力

ü研究者によって開発されることを想定

üSub-packageを統合的に操作する共通基盤
ØSub-packageの中身を理解しなくても
自由に組み合わせてシステムを構築可能

üi-SAS Steering Committeeが開発・提供

プラットフォーム

モジュール

出典：三上 航平，小林 真輝人，宮下 知也，小森山 祐輔，馬 沖，辰巳 晃，藤 公博，見良津 黎，平川 真一，満行 泰河，村山 英晶：”デジタルツイン
システムプラットフォーム i-SAS の開発と水槽試験におけるシステム検証”, 日本船舶海洋講演会論文集,2022,

事例紹介︓デジタルツインプラットフォーム i-SAS



NMRISensorController

光ファイバ（FBG）センサ
の計測器から測定値を取得

電気式センサとデータロガー
（Keyence社）から測定値を
取得

DataLogger

iFEM

ResponseKalmanFilter

逆有限要素法によって
計測ひずみから構造全域応答
（変位・ひずみ・応力）を逆推定

モード重ね合わせ法によって
計測ひずみから構造全域応答
（変位・ひずみ・応力・断面力）
を逆推定

計測・解析結果を表示するため
の可視化ウィジェットを提供

可視化ウィジェットを
インタラクティブに操作する
操作ウィジェットを提供

BasicVisualizer

BasicGUIController

事例紹介︓デジタルツインプラットフォーム i-SAS

出典：三上 航平，小林 真輝人，宮下 知也，小森山 祐輔，馬 沖，辰巳 晃，藤 公博，見良津 黎，平川 真一，満行 泰河，村山 英晶：”デジタルツイン
システムプラットフォーム i-SAS の開発と水槽試験におけるシステム検証”, 日本船舶海洋講演会論文集,2022,

その他のSub-package一覧: https://github.com/i-SAS/i-SAS_documentation/wiki/Repositories

https://github.com/i-SAS/i-SAS_documentation/wiki/Repositories
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アプリ連携イメージ

全船強度評価
（構造）
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機関ﾃﾞｰﾀ, 針路, 舵角等,

HSMS一次処理結果
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警告、
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船体モニタリング
API

API API

ユーザー

Web APIを通じてアプリ同⼠を連携させることで、
海事産業に新たなサービスが⽣まれ業界のDXが促進される



n 海事産業の連携のひとつとしてWeb APIによる技術連携・企業連携を提案
n 海技研クラウドではWeb APIによる連携を想定し、

デジタルツイン、実船モニタリング、実海域性能評価に関するWebアプリ
を提供。
- 今後、AIを活⽤した船型設計や配管設計ツール、全球気象海象データ
ベース等のアプリを公開予定。

n APIエコノミーを活性化させ、各社が⾃社のコアサービスの開発に集中す
ることで、海事産業のデジタルトランスフォーメーションが実現。

まとめ


